
Monacaによる
アプリ制作と発表、
他者からの反応で
大きく成長した生徒ら
都立新宿山吹高等学校

新宿山吹高等学校は、単位制・無学年制を採用する定時制課程と通信制
課程のある都立校。情報を専門に学ぶ「情報科」は都立で唯一。
2017年から3年間、文部科学省のスーパー ・ プロフェッショナル ・ ハイ
スクール事業 （SPH)に指定された。
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個々の成長を促すSPH 
としての多様な取り組み

2017 年、文部科学省から SPHの指定を受けた新宿山

吹高等学校は、「多様な未来に対応する情報技術者の育

成」のために「自ら選択する主体的な学び」「社会と

つながった実践的な学び」「学びの自己評価」という 3

つの柱で活動をスタートした。SPHの研究実施におい

て取りまとめを担った和田祐二主幹教諭は、「学校の枠

の外でも主体的に活動できる生徒の育成を目指した。

決してそれだけではなくて、生徒個々の成長を促し個

性を伸ばすことこそを大切にした。」と振り返る。

生徒自ら時間割を決める単位制という同校の特徴を最

大限に活かし、情報専門科目、共通科目、総合的な学

習（探究）の時間、人間と社会（東京都設定教科）、お

よび課外活動から選び、主体的な学びを実現した。特

に情報専門科目は多様な興味関心に合わせて、基礎的

なレベル 1から専門的で実践的なレベル 3、さらに上

位の課題研究まで合わせて 20 もの科目がある。その

他 SPHの取り組みは、企業訪問や講演会、大学や企

業と連携した研究など多岐にわたった。

Monaca 活用で実現、 
身近な課題を解決する 
アプリ開発を行う 

「情報システム実習」

SPH以前は座学も多く、社会のシステム開発で使用す

る開発言語や規模感が高校生には実感のわかないもの

もあったという。そこで SPHの 2年目から、専門科

目の中でも実践的な「情報システム実習」で、生徒にとっ

て身近な課題を解決する「アプリ開発」を行うことに

なった。

和田主幹教諭は、アプリ開発の環境としてMonaca を

選んだ。選定理由は、Webブラウザで利用できて環境

構築の必要がない手軽さ、HTML/CSS/JavaScript を

用いて iPhone や Android といった端末で動作するア

プリを開発できること、Monaca の生徒アカウントに

Eメールアドレスが不要であることが上げられた。

「情報システム実習」を担当する情報科　富川葵教諭

は、授業を行う上での疑問やトラブルへの迅速な対応

Monaca のサンプルコードを用いた授業の様子



東京都立新宿山吹高等学校　和田祐二 主幹教諭（左）、
藤田豊 定時制課程副校長（中央）、富川葵 情報科教諭（右）

基本設計とプレゼン大会

Monaca に慣れて HTML/CSS/JavaScript の基礎を

学んだら、いよいよアプリ開発だ。生徒それぞれが

Monaca で制作したいアプリを考え、基本機能をまと

めてプレゼンテーションを行った。例えば、自身のお

小遣いの残高を管理するアプリ、食品ロスを課題と捉

える生徒は冷蔵庫内の食品の賞味期限を管理するアプ

リ、ロードバイクを組み立てる際のパーツ選びが煩雑

だと感じている生徒は、容易に組み合わせて合計金額

を出せるアプリを企画した。一人ひとりが好きなもの、

こだわりや興味を持っているものを選び、企画を楽し

んでいる様子が伝わってくる。
といったサポート面での手厚さも非常に心強いと語る。

富川教諭は、「実践的であること」「技術力に加えて自

身で考え課題を見つけ解決できる力を育むこと」「利用

者目線で開発できること」にこだわった。限られた時

間でこれらを実現すべく、Monaca の公式テキストを

手に母校の尚美学園大学を訪ね、効果的な授業の進め

方について教授らに教えを請う。アドバイスを活かし

1年間の授業は次のステップで進められた。

ブレーンストーミングで課題発見力・解決す
る力を鍛える

前期前半は、課題を発見し解決案を考察するグループ

ワークからスタート。実際に校内で運用され生徒らも

利用する「伝言システム」というサービスについて、

良い点悪い点をグループでディスカッションし付箋に

書き貼り出した。当初は富川教諭もグループに参加す

ることでスムーズに始められたという。その後一人ひ

とりが改善案を企画書にまとめてプレゼンテーション

を行った。慣れてきたところで「伝言システム」以外

の任意のテーマについても同様の練習を反復し課題発

見力と解決策を考察する力を鍛えた。

サンプルコードの改造で Monaca に慣れる

次のステップでは、JavaScript の基礎習得とMonaca

の開発に慣れることを目標に公式テキストやサンプ

ルコードを使った実習を行った。Monaca の Web サ

イトから入手できる「おみくじアプリ」などをダウ

ンロードして改造することで効率良く学ぶことがで

きたという。

3 カ月の開発は 1 人で取り組み、自分で考
え解決する力を育む

制作対象が決まったら生徒はそれぞれ一人で開発に取

り組む。生徒らの知識や開発経験には差があり、個々

の成長のためにそれぞれにあった取り組みが必要なの

だという。他の科目ではグループで協働作業も行うの

だが、「情報システム実習」は一人で作りきること、何

より自分で考えることを、その過程も含めて重視して

いると富川教諭は語る。解決できない場合、インター

ネットで類似するソースコードを探し出すためのヒン

トを与えることもあるという。教諭のサポートを受け

ながら解決し、その小さな成功体験が自信や満足感に

つながり次のステップへと進む力になるのだ。教諭は

生徒の状況に応じて丁寧に声かけをしつつ、ファシリ

テーターに徹して成長を見守った。

冷蔵庫管理アプリ
開発の経緯

完成した実際のアプリの機能　

制作してみての感想 今後の課題

アプリの使い方

設計段階の機能

実行時

画面の縮小・拡大ができます

名前の変更ができます 入力画面に移動します

入力画面

冷蔵庫に入れる食材の名前

カメラが起動します

個数などメモできます

賞味期限を入力します

完了ボタン実行後

表にデータが挿入されます

削除ボタンで消せます

・自分自身が食品の賞味期限を切らしてしまうことが多々あったため。
・食品の廃棄率を下げるため。

＊食品のデータを表に入力
＊食品用の写真をとること。
＊文字認識を使って賞味期限の文字を読み取る機能

＊食品のデータ（食品名、内容、期限）を入力できる。
＊自由に項目の削除ができる。
＊文字の拡大、縮小
＊冷蔵庫の名前が変更できる

・自分で何かを自由に入力できるようにする表を作る
　のに思った以上に苦戦しました。
・画像の処理がきちんと行われず、写真を表に挿入す
　ることができなかったのが、残念でした。

・画像の挿入が行えるようにすること。

ねこのお小遣い
開発の経緯

完成した実際のアプリの機能　

制作してみての感想 今後の課題

アプリの使い方

設計段階の機能

お小遣いの管理が簡単にまとめられるものを作れれば便利だと思った。

お小遣い日までのカウント
当月の残金確認
当月の使用金額
日別の使用金額確認
残高に応じてイラストの変更

お小遣い日までのカウント
入力時点での残金確認
入力時点での使用金額

日付の計算のしかたを組むときに変な方向に考えすぎ
てしまい、算数ができなくなったり簡単な計算ができ
ずてんぱった。
コードの行数が増えるごとにどんどん乱雑になってし
まったので、最後のほうは後から見直してもわかりや
すいよう意識して書いた。
当初想定していた機能がすべて付けられず、使用する
にまだまだ物足りないアプリになってしまったので引
き続きもう少し手を加えていきたい。

日別の使用金額、再起動後の前回データの引継ぎなど
お小遣い帳の機能として致命的にかけたものが多く、
まだまだ改良が必要である。
この問題はデータベースを作れば解決できそうなので、
今後使用金額と前回起動時最後のデータを保存、呼び
出しができるように改良していきたい。
また値が 0 を下回った場合や入力されなかった場合、
ある程度の順序に沿って操作されなかった場合正常に
動作しないのでその点も改善したい。

1：起動をすると更新日入力を
　　促されるので ok をおします

2：この画面でその月使用できるお小
      遣いと次のお小遣い日を設定します

３：設定すると今月の残金と次のお小
        遣い日までの日数が表示されます

4：次に収支ボタンを押し、
　  使った金額を入力します

5：入力し終えると使用金額の
      項目と残高が更新されます

生徒らが制作したアプリ発表用のポスター
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情報技術で地域の課題解決
を目指したい

SPHでの成果を活かし、2020 年度も情報システム実

習でMonaca を活用している。今後は上位のレベルに

ある課題研究というゼミ形式の授業での活用も模索し

ている。地域との協働で、学校周辺の課題解決や地域

に喜んでもらえるアプリの企画開発も検討中だという。

自分自身の課題を解決するアプリでの成功体験を経た

生徒らに、次は第三者の要望に応えることを意識し、

使う側から作る側へとステップアップしてほしい、と

教諭らの熱い想いは尽きることがない。

「情報科発表会」での展示、
他者から認められるという
体験

こうして完成したアプリは、年度末に開催される「情

報科発表会」に展示・発表される。在校生だけでなく、

文部科学省や全国の企業、教育機関からも来賓が訪れ

大きな反響があった。生徒は、初めて成果物に対する

他者からの反応を得て非常に大きなやりがいを体験す

る。アドバイスや講評を得ることで改良への意欲も芽

生える。普段は寡黙な生徒も、自分のアプリについて

説明するなど表現への情熱が見られることもあるとい

う。

藤田豊　定時制課程副校長は、「SPHによる『情報シ

ステム実習』の取組により、生徒一人ひとりのアプリ

制作へのハードルが下がった。生徒たちは、思いを容

易に表現できるツールを得ることで、アプリ制作に熱

心に取り組めた。発表会等で、アプリ制作の過程など

を話す生徒は、キラキラしていた。そして、他者に受

け入れられた安心感をもとに、次の学びにつながる意

欲が芽生えた。」と生徒の成長を振り返り笑顔を見せた。

2018 年度の情報成果発表の様子


